３―１ 歯科保健データベースの充実と活用
【現状と課題】
○国は、全国的な歯科保健に関する調査として、「歯科疾患実態調査」を６年ごとに実施していますが、各都道府県単位の健診者数が少ないため、当該データを都道府県単位の指標として活用するには十分ではありません。また、毎年実施されている乳幼児歯科健診（１歳６か月と３歳児）の健診データの管理は国、学校歯科健診データは教育機関、市町村などで行う歯科健診データは市町村と、それぞれでデータ管理が行われています。
　　　※歯科疾患実態調査

　　　　・最新の調査：平成17年11月に実施。（６年に１回実施）
　　　  ・調査対象：全国を対象に、平成11年国民生活基礎調査地区により選定された単位区か
ら、無作為抽出により選定した300地区内の満１歳以上の世帯員を調査客体。
　　　　・調査方法：厚生労働大臣が都道府県知事に委託して実施。

　　　　・被調査者数：4,608人（男1,927人、女2,681人）
○地域ごとに効率的な歯科保健施策を展開するためには、県単位の歯科健診データを集積・解析し、市町村ごとに比較検討するなど、正確な地区診断に基づいた事業を展開する必要があります。

【今後の方向】
市町村などで実施される各種歯科健診で得られたデータは、歯科保健活動の評価や地域間の比較などにとって重要な指標となります。

このため、県、市町村、県歯科医師会などの関係団体との連携を強化し、データ集積・管理・評価システムの確立を図るとともに、歯科疾患の有病状況や、生活習慣上の危険因子などの健康に関わる具体的な目標値の設定、またデータに基づく地区診断を市町村や県民に幅広く情報提供することで、県民が自己選択に基づいた生活習慣の改善および健康づくりをできるよう支援します。
（１）乳幼児歯科健診における検診精度の向上

○１歳６か月児歯科健診では、今あるむし歯を見つけることよりも、これからむし歯になる危険性を見分けることが大切です。そのため、現在むし歯がなくても、将来むし歯になる危険度が低い者（Ｏ1）と高い者（Ｏ2）の２段階に区分してデータベース化することが重要となります。

○３歳児歯科健診では、今罹患しているむし歯の状況により、将来むし歯が継続して重症化する、あるいは発生するような危険度の高い幼児を把握して、保護者とともに保健指導する必要があります。このため、健診時にC1、C2の区別によりデータベース化することが重要となります。
※C1、C2

３歳児歯科健診で用いられるむし歯罹患型で、臨床的なむし歯の分類方法である島田の分類（C1～C4）とは別の記号。C型は下顎の前歯にむし歯のあるもの。

（C1：下顎の前歯のみにむし歯のあるもの、C2：下顎の前歯を含む他の部位にむし歯のあるもの）
（２）歯科健診データの収集・活用

○県単位で歯科健診のデータを把握し、地域間の比較や経年的解析を通して地区診断を行うとともに、市町村がむし歯や歯肉炎の予防対策立案に活用できるよう、歯科保健データベースの充実を図っていきます。
図３－１－１　福岡県歯科保健データベースのイメージ図
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３―２ 歯科保健情報ネットワークの構築
【現状と課題】
医療の高度化や医療サービス受給者のニーズの多様化により、個々人の知りたいと思う歯科保健医療情報は今後ますます多岐にわたることが予想され、複雑な大量の情報を効率的でわかりやすい形で提供することが大切になっています。

県では、ホームページ（http://www.pref.fukuoka.jp）の中で、「ふくおかデータウェブ」や、県内の保健・福祉・医療に関する情報を公開しています。また、一部の郡市区歯科医師会ではホームページを開設しており、県民に身近な情報の提供に努めています。

しかし、市町村や関係団体を含む、本県の歯科に関する情報の公開は十分とはいえず、情報の質と量の向上を図る必要があります。

【今後の方向】
行政、医療・保健・福祉関係諸団体、県民が一体となって、効率的な歯科保健環境の整備を目指します。
（１）歯科保健情報の提供　

自治体間で共有する歯科保健データや、自治体が行う歯科保健事業に関する情報を住民に迅速に提供できるよう、各関係者がその体制整備を推進します。
（２）情報ネットワークの構築
地域歯科保健医療の推進のため、関係諸機関と連携しながら、地域の歯科保健に関する資料、情報を収集します。また、市町村保健センターと連携を図りながら、関係諸団体と協力し、地域における総合的な歯科保健情報ネットワークの構築に努めます。
表３－２－１　ヒヤリ・ハット報告システム構築事業の概要

	事 業 名
	ヒヤリ・ハット報告システム構築事業（福岡県歯科医師会に委託）

	開始年度
	平成１８年度～平成１９年度

	事業目的
	県内歯科診療所のヒヤリ・ハット事例を集計・分析するｼｽﾃﾑの構築。

	事業内容
	1． 事例の集計・分析　　２．簡便な入力・集計システムの構築

3． 報告書の配布　（報告件数：H18年度301件、H19年度334件）

	今 後 の

展    開
	各診療所からインターネットを利用して、簡便に入力できるシステムの導入について検討を行う。（福岡県歯科医師会）


　　　       ※ヒヤリ・ハットとは、重大な災害や事故に至らないものの、直結してもおかしくない一歩　　　　　　　　手前の事例のこと。
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